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加
入
面
積
基
準

　
水
稲
と
麦
の
耕
作
面
積
の
合
計
が
₁₀
㌃
以
上
あ
れ
ば
加

入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
水
稲
の
耕
作
面
積
が
一
定
面
積

（
₂₅
㌃
ま
た
は
₃₀
㌃
）
以
上
の
農
業
者
は
必
ず
加
入
す
る

「
当
然
加
入
制
」
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
セ
ン
タ
ー
ご
と

に
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
個
々
の
農
業
者
（
個
人
ま
た
は
法
人
）
の
ほ
か
、
一
定

の
要
件
を
備
え
た
特
定
農
業
団
体
や
農
業
生
産
組
織
（
農

業
共
済
資
格
団
体
）
の
単
位
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
共
済
事
故

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
な
ど
の
自
然
災
害
、
火
災
、
病

虫
害
、
鳥
獣
害
。

共
済
金
額
・
共
済
掛
金

　
共
済
金
額
は
加
入
方
式
ご
と
に
算
出
さ
れ
ま
す
。
共
済

掛
金
に
は
危
険
段
階
別
基
準
共
済
掛
金
率
を
設
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
共
済
掛
金
率
は
お
近
く
の
地
域
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

こ
ん
な
時
は
早
め
の
連
絡
を

●
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
な
ど
の
自
然
災
害
、
火
災
、
病

虫
害
、
鳥
獣
害
の
被
害
を
確
認
し
た
と
き

　
※
災
害
の
発
生
状
況
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

●
用
途
を
変
更
す
る
と
き

　
※
（
例
）
主
食
用
米

⇔
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米

異動申告は
お早めに

水稲共済は「水稲生産実施計画書兼水稲共済細目書異動申告票」の
提出により、加入の申し込みとなります。
経営体系やほ場条件に合った引受方式・補償割合を選択できますので、
それぞれの方式の特徴を十分確認し、５月15日までに提出してください。
詳細につきましては、配布している
「農作物共済制度のあらまし」をご覧ください。

水稲共済

2

引受方式 補償割合 仕組み 特色

一筆方式
７割
６割
５割

▶耕地一筆ごとに引受けて、一筆
ごとの減収に応じてお支払いし
ます。

▶ 共済金を受け取る機会は半相殺方式より多くなります。
（7割補償の場合）

▶ 大災害では半相殺、全相殺方式より補償が少なくなりま
す。

半相殺方式
８割
７割
６割

▶農家ごとに引受けて、農家ごとの
減収に応じてお支払いします。

▶ 一筆方式に比べ大災害時には有利な補償が受けられま
す。（8割補償の場合）

▶ 局所的な災害では支払対象にならない場合があります。

全相殺方式
９割
８割
７割

▶農家ごとに引受けて、農家ごとの
減収に応じてお支払いします。

▶ 半相殺方式に比べ大災害時には有利な補償が受けられま
す。（９割補償の場合）

▶ 損害評価は主として、ほ場の見回り調査のほか、乾燥調製施
設（カントリーエレベータ、ライスセンター）による計量結果数
量の伝票調査で行います。

品質方式
９割
８割
７割

▶農家ごとに引受けて、農家ごとの減
収または品質の低下に伴う生産金
額の減少に応じてお支払いします。

▶補償割合に加えて、最低６割まで
の共済金額を選択できます。

▶ カメムシの被害など品質低下も含めた最も有利な補償内
容です。

▶ 損害評価は主として、ほ場の見回り調査のほか、農協等の
出荷伝票により得られる生産金額で確認します。

引受方式 補償割合 共済金額

一筆方式
7割 （500kg×0.7）×177円＝61,950円
6割 （500kg×0.6）×177円＝53,100円
5割 （500kg×0.5）×177円＝44,250円

半相殺方式 8割 （500kg×0.8）×177円＝70,800円
全相殺方式 9割 （500kg×0.9）×177円＝79,650円
品質方式 9割 （500kg×0.9）×177円＝79,650円

引受方式 補償割合 共済金額 共済掛金 農家負担掛金

一筆方式
7割 61,950円 1,239円 620円
6割 53,100円 1,062円 531円
5割 44,250円    885円 443円

半相殺方式 8割 70,800円 1,416円 708円
全相殺方式 9割 79,650円 1,593円 797円
品質方式 9割 79,650円 1,593円 797円

当然加入基準面積

加入方式・補償割合

磐井、東南部、宮古、北部 …… 25a　　盛岡、中部、胆江 …… 30a

※基準収穫量は、被害を全く受けない収量を想定しているのではなく、平年的な減収が含まれます。
※全相殺方式の基準収穫量は、農協等より「施設計量結果等数量」が得られる場合、原則として過去５カ年間をもとに設定します。
※品質方式は、原則として過去5カ年間の農協等の「出荷伝票等」により、収穫量及び生産金額が確認でき、今後も農協等に出荷する見込み
　のある農家が加入できます。

※品質方式は実際には銘柄・規格ごとに kg当たり共済金額（生産金額）が異なります。

※農家負担掛金に賦課金を加えた額を組合に納入していただくことになります。

共 済 金 額・共 済 掛 金 計 算 例
共済金額について

共済掛金について

加入面積10ａ　基準収穫量500kg（基準単収500kg）
	 　　　１kg当たり共済金額を177円とした場合

共 済 掛 金	＝	共済金額	×	共済掛金率
農家負担掛金	＝	共済掛金	×	1/2（国が半額を負担）
※共済掛金率を全方式で 2％とした場合
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Ｑ 

対
象
と
な
る
災
害
は
？

Ａ 

風
害
、雪
害
、ひ
ょ
う
害
、火
災
、鳥
獣
害
、

病
虫
害
、
破
裂
・
爆
発
、
車
両
の
衝
突
、
そ
の

他
自
然
災
害
（
水
害
、
地
震
、
噴
火
、
津
波
、

落
雷
）
な
ど
で
す
。

Ｑ 

ど
の
よ
う
に
被
害
部
分
を

     

評
価
し
て
い
る
の
？

Ａ 

ビ
ニ
ー
ル
被
害
の
場
合
、
図
の
よ
う
に
被

害
部
分
を
評
価
し
、
被
害
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
　

Ｑ 

支
払
い
対
象
に
な
る
の
は
？

Ａ 

被
害
額
が
３
万
円
、
ま
た
は
共
済
価
額
の

１
割
を
超
え
る
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
共
済

金
の
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

建物共済 園芸施設共済

春
の
突
風
に
備
え
て

　
春
の
農
作
業
準
備
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
は
、
低
気
圧

に
よ
る
突
風
被
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、
近
年
で
は
一
年
で

最
も
ハ
ウ
ス
の
被
害
が
発
生
す
る
時
期
で
す
。
大
切
な
財
産
を
守

る
た
め
、
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【設置から１年以内】

　97㎡（間口５.４ｍ、奥行18.１ｍ）のパイプハウス（骨材＝パイプ外径25.４
㎜、被覆材＝０.１㎜一般農ビ、施設内農作物＝ピーマンの場合）

　１年間の加入が基本ですが、短期間の設置（被覆）の場合は２か月～11か月
の短期加入もできます（被覆期間の短い育苗ハウスなど）。

【設置から10年超（被覆材は１年以内に被覆）】

補償
期間

補償金額（円） 掛金（円）

施設
（本体 + 被覆材）

施設内農作物
（一般） 撤去費用 復旧費用 施設

（本体 + 被覆材）
施設内農作物

（一般） 撤去費用 復旧費用

12ヶ月 217,000 105,000 22,000 0 3,748 622 18 0

2ヶ月 217,000 105,000 22,000 0   624 104   3 0

補償
期間

補償金額（円） 掛金（円）

施設
（本体 + 被覆材）

施設内農作物
（一般） 撤去費用 復旧費用 施設

（本体 + 被覆材）
施設内農作物

（一般） 撤去費用 復旧費用

12ヶ月 148,000 105,000 22,000 34,000 2,729 622 18 284

2ヶ月 148,000 105,000 22,000 34,000   454 104   3   47

の部分がビニールが裂けた箇所ですが、裂けた箇所を
直すために最小限の被覆部分を追加した の部分まで被
害として評価します。

注）本体と被覆材のみの補償に加えて、掛金を上乗せして附帯施設、施設内農作物、撤去費用、復旧費用も
補償することができます。

注）補償金額は共済価額の８割で計算しています。加入時に４割～８割まで選択できます。

ビ
ニ
ー
ル
の
被
害
例
︵
屋
根
面
︶

屋根面

屋根面

ビニールが裂けた箇所 被害部分

補償内容と掛金は

補償期間は
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建物共済

満
額
加
入
と
は

　
十
分
な
補
償
を
受
け
る
た
め
に

は
、「
建
物
を
新
し
く
建
て
直
す
場

合
に
か
か
る
金
額
」
と
同
額
と
な
る

よ
う
に
加
入
（
満
額
加
入
）
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
も
し
加
入
金
額
が

こ
の
金
額
よ
り
少
な
い
場
合
、
支
払

わ
れ
る
損
害
共
済
金
は
損
害
額
よ
り

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
満
額

加
入
す
る
た
め
に
は
、
加
入
物
件
の

価
額
（
評
価
額
）
の
目
安
を
知
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

◦
建
物
の
価
額
は
、
用
途
、
面
積
、

構
造
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◦
家
具
類
の
価
額
は
、建
物
の
面
積
、

家
族
構
成
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

 

　
ご
自
身
の
所
有
す
る
建
物
、
家
具

類
の
価
額
の
目
安
に
つ
い
て
は
、
お

近
く
の
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

お
す
す
め
の
特
約

 

◎
臨
時
費
用
担
保
特
約

　
万
が
一
、
火
事
に
よ
っ
て
建
物
が

燃
え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
建
物
を
再

建
す
る
費
用
、
家
具
類
を
買
い
揃
え

る
費
用
だ
け
で
な
く
、
再
建
ま
で
の

仮
住
ま
い
や
近
所
へ
の
謝
礼
な
ど
の

諸
費
用
が
か
か
り
ま
す
。「
臨
時
費

用
担
保
特
約
」
は
そ
れ
ら
臨
時
に
発

生
す
る
費
用
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

　
損
害
共
済
金
の
20
％
に
相
当
す
る

金
額
（
1
回
の
事
故
に
つ
き
1
建
物

２
５
０
万
円
限
度
）
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

◦
火
災
等
の
事
故
で
、
加
入
者
や
加

入
者
の
家
族
な
ど
が
事
故
発
生
か
ら

２
０
０
日
以
内
に
死
亡
あ
る
い
は
特

定
の
後
遺
障
害
を
被
っ
た
場
合
、
1

回
の
事
故
に
つ
き
1
名
ご
と
に
共
済

金
額
の
30
％
（
２
０
０
万
円
限
度
）

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

◦
こ
の
特
約
は
、
建
物
共
済
の
損
害

共
済
金
に
上
乗
せ
し
て
お
支
払
い
す

る
の
で
、
よ
り
手
厚
い
補
償
と
な
り

ま
す
。

満
額
加
入
と
特
約
で

大
切
な
財
産
を
守
る

　
春
先
の
火
災
は
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
燃
え
広
が
り
、
大
き
な
被
害
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
ご
加
入
の
建
物
、
家
具
類
は
、
十
分
な
補

償
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
ご
加
入
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
建
物
共
済
の
「
満
額

加
入
」
と
、
補
償
を
厚
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
特
約
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

住宅（評価額2,000万円）が火災となり、
損害額が800万円だった場合
①2,000万円（満額）で加入　②1,000万円で加入

◎満額加入とそうでない場合では、お支払い額に大きな差が出てしまいます。

※損害割合80%以上に限る

②

①

＋

＋

＋

＋

＋

＋

建物共済は満額加入と臨時費用担保特約をおすすめします

火災による
損害共済金

500万円

800万円

お支払い額

650万円

1,040万円

残存物片付け費用
損害共済金の10%
（実費限度）

50万円

80万円

臨時費用共済金
損害共済金の20%
（250万円限度）

臨時費用担保特約
をつけると…

100万円

160万円
評価額

2,000万円

5



　
ウ
シ
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん

も
、
ウ
シ
の
見
え
て
い
る
景
色

を
想
像
し
な
が
ら
接
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
ウ
シ

達
の
目
線
に
立
つ
こ
と
が
で
き
、

よ
り
良
い
飼
養
管
理
が
実
現
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

北
部
地
域
セ
ン
タ
ー

盛岡地域センター 中部地域センター 磐井地域センター

胆江地域センター 北部地域センター

宮古地域センター

東南部地域センター

牛は、赤と緑の区別がつかない？

（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033
TEL：0197-25-6909

TEL：0198-29-4122
TEL：0191-21-5666

TEL：0193-67-3656

TEL：0195-41-1105TEL：0191-31-8400

TEL：0198-62-5322TEL：0195-66-2506
葛巻家畜診療所

北岩手家畜診療所

紫波・盛岡雫石家畜診療所 西磐井家畜診療所

東磐井家畜診療所

渡わ
た
な
べ辺

一か
ず
ま
さ雅 

獣
医
師 

　「
色し
き
か
く覚
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
す
か
。
普
段
、
私
た
ち
は

何
気
な
く
信
号
の
三
色
を
見
分

け
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
、

私
た
ち
に
色
覚
と
い
う
感
覚
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　
光
は
「
電
磁
波
」
で
、
色
の

違
い
は
そ
の
「
波
長
」
の
違
い

で
す
。
私
た
ち
が
見
て
い
る
「
可か

視し

光こ
う

線せ
ん

」
を
波
長
の
長
い
順
に

並
べ
る
と
赤
色
↓
緑
色
↓
青
色

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
目
の
網も

う

膜ま
く

と
い
う
組
織
の
細

胞
に
含
ま
れ
る
「
オ
プ
シ
ン
」

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
の
種
類
に

よ
り
感
じ
取
る
色
が
変
わ
り
ま

す
。
ヒ
ト
の
場
合
は
、
赤
オ
プ

シ
ン
、
緑
オ
プ
シ
ン
、
青
オ
プ

シ
ン
の
三
種
類
で
す
。

　
ウ
シ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

魚
や
ハ
虫
類
で
は
、
４
種
類
の

オ
プ
シ
ン
が
存
在
し
ま
す
が
、

哺ほ

乳に
ゅ
う

類る
い

は
２
色
型
で
す
。
こ
れ

は
、
初
期
の
哺
乳
類
は
恐
竜
か

ら
身
を
守
る
た
め
夜
行
性
だ
っ

た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
シ
も
同
様
に
２
色
型
で
す
。

緑
オ
プ
シ
ン
が
存
在
せ
ず
、
ヒ

ト
で
い
う
赤せ

き

緑り
ょ
く

色し
き

盲も
う

の
状
態
、

つ
ま
り
赤
と
緑
の
区
別
が
困
難

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
同
じ
種
類
の
オ

プ
シ
ン
で
も
組そ

成せ
い

の
違
い
で
見

え
る
光
が
微
妙
に
異
な
る
場
合

が
あ
り
、
実
際
に
ヒ
ト
の
赤
オ

プ
シ
ン
で
そ
の
よ
う
な
現
象
が

み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
と
い
う

こ
と
は
、
皆
さ
ん
と
私
と
で
見

て
い
る
夕
日
の
色
が
微
妙
に
違

う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
私
が
診
療
で
ウ
シ
に
接
す
る

と
き
、「
君
、
暗
闇
で
も
こ
ち
ら

が
見
え
て
い
る
？
人
間
が
見
え

な
い
紫
外
線
も
見
え
て
い
る
？

電
子
レ
ン
ジ
の
電
磁
波
ま
で
見

え
て
ま
ぶ
し
い
？
」
と
ウ
シ
の

顔
を
見
つ
め
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

妄
想
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

赤外線 可視光線

人間はここまで見える

図：地上に届く太陽光の種類

光の波長が長い 光の波長が短い

紫外線
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北
上
市
黒
沢
尻
で「
北
上
い
ち
ご

園
」
を
営
む
片
方
駿
さ
ん（
27
）
は
、

４
５
０
坪
あ
る
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
の

高
設
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
チ
ゴ
狩
り
体
験
や
朝
採
り
イ
チ
ゴ

の
店
頭
販
売
を
実
施
し
て
お
り「
イ

チ
ゴ
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
」

を
目
標
に
、日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。「北上で一番のイチゴ園にしたい」と片方さん

イ
チ
ゴ
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
貢
献

船
乗
り
か
ら
イ
チ
ゴ
農
家
へ

　
海
運
会
社
で
の
仕
事
を
辞
め
、
平

成
25
年
に
就
農
し
た
片
方
さ
ん
。「
家

族
と
と
も
に
土
地
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
思
っ
た
こ
と
や
、以
前
か
ら
起

業
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
実
家
の
農
業
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
ほ
場
が
稲
作
に
適
し
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
土
地
の
有
効
活
用
を
模

索
。
市
内
に
イ
チ
ゴ
狩
り
農
園
が
な

か
っ
た
こ
と
、
イ
チ
ゴ
の
価
格
が
安

定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
イ
チ
ゴ

の
栽
培
に
目
を
つ
け
ま
し
た
。

収
穫
し
や
す
い
高
設
栽
培

　
花
巻
の
イ
チ
ゴ
農
家
で
研
修
を
積

ん
だ
片
方
さ
ん
は
、
平
成
27
年
の
９

月
に
同
園
を
設
立
し
、
翌
年
の
２
月

か
ら
イ
チ
ゴ
狩
り
農
園
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
紅べ
に

ほ
っ
ぺ
・

章あ
き
ひ
め姫

・
か
お
り
野の

・
お
い
Ｃ
ベ
リ
ー
」

の
４
品
種
を
、
摘
み
取
り
や
す
く
、

子
ど
も
の
背
丈
で
も
収
穫
し
や
す
い

高
設
棚
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
北
上

市
初
の
本
格
的
な
イ
チ
ゴ
狩
り
農
園

で
す
。

イ
チ
ゴ
は「
お
て
ん
ば
娘
」

　「
栽
培
を
始
め
た
当
初
は
失
敗
の

連
続
で
し
た
」
と
片
方
さ
ん
。
気
を

つ
け
て
管
理
し
て
も
温
度
の
微
妙
な

変
化
で
果
実
が
つ
か
な
い
な
ど
、
イ

チ
ゴ
の
施
設
栽
培
の
難
し
さ
を
感
じ

た
そ
う
で
す
。「
周
囲
の
環
境
に
敏

感
な
の
で
管
理
が
難
し
い
。
イ
チ
ゴ

が
お
て
ん
ば
娘
と
か
じ
ゃ
じ
ゃ
馬

と
呼
ば
れ
る
意
味
が
分
か
り
ま
し

た
」
と
苦
笑
い
。「
日
々
反
省
と
勉
強

の
繰
り
返
し
で
す
。
イ
チ
ゴ
に
関
連

す
る
本
を
何
度
も
読
み
返
し
た
り
、

ノ
ー
ト
に
失
敗
し
た
こ
と
を
書
き
記

し
て
い
ま
す
」
と
イ
チ
ゴ
の
生
産
技

術
の
向
上
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
社
会
に
貢
献

　
今
年
１
月
、
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
て「
親
子
す
ま
い
る
ク
ッ
キ
ン

グ
」
と
呼
ば
れ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
地
域
の
親
子
を
招

待
し
、
イ
チ
ゴ
狩
り
を
通
し
て
親
子

の
交
流
を
は
か
る
試
み
で
す
。「
高

設
栽
培
は
子
供
で
も
収
穫
が
簡
単

で
、
４
種
類
の
イ
チ
ゴ
の
食
べ
比
べ

も
で
き
ま
す
。
子
供
た
ち
に
は
イ
チ

ゴ
で
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
地
域
へ
の
思
い
を
に
じ

ま
せ
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝「
北
上
い
ち
ご
園
」

（
℡
０
７
０
・
５
４
７
９
・
１
５
８
３
）

※
イ
チ
ゴ
狩
り
は
予
約
制
で
す
。

いちばん星輝く岩 手 の 農 業 人

片
か た が た

方　駿
しゅん

さん

北上市・北上いちご園

「甘くて大きくておいしい」とイチゴ
狩りを楽しむ親子
「甘くて大きくておいしい」とイチゴ
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積
雪
を
生
か
し
て

旬
　「
孫
に『
か
ら
げ（
す
り
鉢
）
と
す

り
こ
ぎ
持
っ
て
き
て
』
と
頼
ん
だ
ら

『
か
ら
げ
っ
て
何
？
』と
言
わ
れ
て
ね
。

暮
ら
し
の
中
で
使
わ
れ
て
き
た
言
葉

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
、
後
世

に
残
し
た
い
、
と
思
い
作
り
始
め
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
、
千せ

ん

成な
り

瓢び
ょ
う

箪た
ん

に

様
々
な
言
葉
を
書
き
入
れ
た「
学が

く

習し
ゅ
う

瓢び
ょ
う

箪た
ん

」
を
作
っ
て
い
る
奥
州

市
江
刺
区
田
原
の
及お

い

川か
わ

正し
ょ
う

一い
ち

さ
ん

（
80
）
で
す
。

　「
千
成
瓢
箪
っ
て
言
う
く
ら
い
だ

か
ら
千
個
は
作
り
た
い
」
と
い
う
学

習
瓢
箪
は
、
栽
培
、
収
穫
か
ら
加
工

に
い
た
る
ま
で
１
つ
１
つ
が
手
作

業
。
５
年
ほ
ど
前
か
ら
年
間
80
〜

１
０
０
個
を
作

り
続
け
、
現
在
は

５
０
０
個
を
超
え

て
い
ま
す
。

　
瓢
箪
に
書
か
れ

て
い
る
言
葉
は
、

日
常
触
れ
る
こ
と

の
多
い
干
支
や
花

き
、
動
植
物
や
農

機
具
、
体
の
部
位
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

「
近
ご
ろ
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

の
普
及
で
漢
字
を
書
け
な
い
、
言
葉

を
知
ら
な
い
世
代
が
多
く
な
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
楽
し
く
勉
強

す
る
教
材
と
し
て
子
供
た
ち
に
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。

▽
学
習
瓢
箪
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
＝
及
川

正一
さ
ん（
℡
０
１
９
７・３
５・０
４
３
２
）

手
作
り
の
学
習
教
材

だ よ り結 い の 大 地

盛岡地域
センター

【岩手町】

　「
雪
の
下
は
外
気
よ
り
温
か
い
の

で
、
ニ
ン
ジ
ン
が
凍
ら
ず
に
甘
み
を

蓄
え
る
ん
で
す
」
と
話
す
岩
手
町
川

口
の
高た

か

村む
ら

豊ゆ
た
かさ

ん（
28
）
は
、
妻
・

成な
る
み美
さ
ん（
27
）、
父
・
亮
一
さ
ん

（
65
）、
母
・
律
子
さ
ん（
59
）
と
と

も
に
ニ
ン
ジ
ン（
１
５
０
㌃
）
を
栽

培
し
、
関
東
の
ス
ー
パ
ー
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
は
種
作
業
は
７
月
20
日
〜
31
日
に

か
け
て
行
い
、
収
穫
は
11
月
中
旬
〜

２
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
。積
雪
期
は
バ
ッ

ク
ホ
ー
で
除
雪
し
て
か
ら
ト
ラ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
掘
り
起
こ
し
ま
す
。

　
成
美
さ
ん
は「
甘
く
て
臭
い
も
少

な
い
の
で
、
ニ
ン
ジ
ン
が
苦
手
な
方

や
子
ど
も
に
も
お
ス
ス
メ
で
す
よ
」

と
笑
顔
で
P
R
。
豊
さ
ん
は「
雪
が

降
る
中
で
の
作
業
は
大
変
だ
け
ど

『
お
い
し
い
』
と
言
っ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
。
冬
で
も
畑
で
農
業
が

で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
よ
り
高
品
質
な
ニ
ン
ジ
ン
を
作

り
た
い
で
す
ね
」
と
積
雪
を
生
か
し

た
ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培
に
情
熱
を
注
い

で
い
ま
す
。

「生産者が増えてほしいですね」と話す高村さん夫妻

胆江地域
センター

【奥州市】

彩
り
も
カ
ラ
フ
ル
な

学
習
瓢
箪

「
楽
し
く
勉
強
す
る
教
材
と
し
て

活
用
し
て
ほ
し
い
」と
及
川
さ
ん

8

ん
ご
」
な
ど
も
製
造
、
販
売
し
て
い

ま
す
。
藤
原
さ
ん
は「
後
継
者
の
育

成
に
も
取
り
組
み
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
ふ
る
さ
と
の
味
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝
に
や
工
房（
℡

０
１
９
３
・
５
７
・
２
４
１
４
）

種
。「
よ
つ
ぼ
し
」
は
日
本
で
初
め
て

実
用
化
さ
れ
た
種
子
繁
殖
型
イ
チ
ゴ

品
種
で
、
試
験
栽
培
中
と
の
こ
と
。

４
品
種
全
て
を
近
所
の
無
人
販
売
所

で
販
売
し
て
お
り
、
味
の
違
い
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
吉
濱
さ
ん
は「
４
品
種
と
も
甘
味
・

酸
味
に
特
徴
が
あ
り
、
ジ
ュ
ー
シ
ー

で
す
。
ぜ
ひ
食
べ
比
べ
を
し
て
自
分

好
み
の
品
種
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
お

い
し
い
イ
チ
ゴ
を
届
け
る
た
め
、
収

量
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り
組
む
宮
古
市

の
吉よ

し

濱は
ま

孝た
か

明あ
き

さ
ん（
34
）
は
、
現
在
、

収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

「
地
元
の
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
品
質
を
重

視
し
て
い
て
、
緑り

ょ
く
ひ肥
を
す
き
込
ん
だ

土
作
り
や
水
管
理
に
よ
る
糖
度
の
調

整
な
ど
手
間
を
惜
し
ま
ず
作
業
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　
吉
濱
さ
ん
が
栽
培
す
る
イ
チ
ゴ
は

「
紅
ほ
っ
ぺ
」
と「
や
よ
い
ひ
め
」
の

ほ
か
、
今
年
か
ら
導
入
し
た「
さ
が

ほ
の
か
」
と「
よ
つ
ぼ
し
」
の
計
４
品

　
地
元
の
食
材
を
活
か
し
た
豆
餅
を

作
っ
て
い
る
の
は
、
釜
石
市
橋
野
町

の
藤ふ

じ

原わ
ら

政ま
さ

子こ

さ
ん（
62
）。
豆
餅
は
世

界
遺
産「
橋は

し

野の

鉄て
っ

鉱こ
う

山ざ
ん

」
か
ら
ほ
ど

近
い
産
直「
橋
野
ど
ん
ぐ
り
広
場
」

な
ど
で
販
売
さ
れ
、
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。

　
岩
手
県
食
の
匠
に
も
認
定
さ
れ
て

い
る
藤
原
さ
ん
の
作
る
豆
餅
は
、
ふ

る
さ
と
の
味
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
杵き

ね

つ
き
餅
の
中
に
地
場

産
の
黒
豆
、
ク
ル
ミ
、
黒
ご
ま
の
３

種
の
材
料
が
ふ
ん
だ
ん
に
入
っ
て
お

り
、
乾か

ら

煎い

り
し
た
黒
ご
ま
が
香
ば
し

く
、
強
い
コ
シ
と
粘
り
が
特
徴
。
黒

豆
と
ク
ル
ミ
の
食
感
と
、
ご
ま
の
風

味
が
好
評
で
、
遠
方
か
ら
訪
れ
る
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
年

齢
を
問
わ
ず
人
気
の
商

品
で
す
。

　
釜
石
・
大
槌
郷
土
料

理
研
究
会
に
所
属
し
て

い
る
藤
原
さ
ん
は
、
地

元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

「
小
豆
団
子
」「
か
ま
だ

ふ
る
さ
と
の
味
を
伝
え
る

地
場
産
素
材
の
風
味
溢
れ
る
豆
餅

お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
届
け
た
い

東南部地域
センター

宮古地域
センター

【宮古市】

【釜石市】

「新鮮な地元産イチゴをもっと身近に感じてもらいたいです」
と吉濱さん

「豆餅」１パック５個入り２８０円（税込）

「豊かな郷土の味を伝えていきたい」
と藤原さん
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家畜共済事故外診療料金を
県内で統一

診療名等区分 診療料金
		（円		税込） 備　考

初
診
料

大動物（牛  馬） 1,200 ・家畜共済事故にも適用

中動物（豚　緬山羊など） 600 ・家畜共済事故にも適用

休診日（土、日、祝日など） 1,500
・家畜共済事故にも適用
・中動物の料金は 1 ／ 2
・休診日とは 土曜日、日曜日及び国民の祝日、振替休日、国民

の休日、年末年始をさします。

往
診
料

通常求診 840
・家畜共済の病傷事故を同時に診療した場合は適用しません。
・往診時に処置の必要が無かった場合も適用
・診療頭数に関わらず 1 回の往診に適用

夜間求診　午後 6 時～午後10 時
　　　　　午前 5 時～午前 8 時 1,800 ・初診料とは別に適用

・継続診（初診以外）にも適用
・診療頭数に関わらず 1 回の往診に対し適用
・家畜共済病傷事故、病傷事故外に関わらず適用
・往診時に処置の必要が無かった場合も適用

深夜求診　午後10 時～午前 5 時 2,800

診
療
費

全畜種 薬価＋技術料

・診療名等区分に記載のない共済事故外診療すべて
・薬価は該当する年度の薬価基準表等によります。
・技術料は該当する年度の診療点数表の当該技術点数× 10 円
（税込）

除
角

成牛 5,100
子牛 3,240

鼻環装着 1,120 ・装着にかかる技術料

去

　勢

牛（無血法）
5 ヵ月齢未満 4,030

・去勢後に治療が必要となった場合は、別途診療費を加算
5 ヵ月齢以上 7,030

牛（観血法）
8 ヵ月齢未満 6,910
8 ヵ月齢以上 10,580

馬 21,160 ・麻酔管理が必要な麻酔術を実施した場合は、別途麻酔料を加算
・去勢後に治療が必要となった場合は、別途診療費を加算

豚 4,030 ・去勢後に治療が必要となった場合は、別途診療費を加算

平成29年度　家畜共済事故外診療料金

　
病
傷
事
故
初
診
料
を
含

め
た
家
畜
共
済
事
故
外
診

療
料
金
に
つ
い
て
は
、
１
組

合
化
に
よ
る
激
変
を
緩
和

す
る
目
的
の
た
め
、
合
併

以
前
か
ら
の
旧
組
合
家
畜

診
療
所
で
設
定
し
て
い
た

料
金
を
現
地
域
セ
ン
タ
ー

家
畜
診
療
所
ご
と
に
2
年

間
適
用
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
国
に
よ
る

家
畜
共
済
診
療
点
数
表
（

診
療
費
の
基
準
）
の
改
正

に
あ
わ
せ
て
、
平
成
29
年

4
月
1
日
よ
り
、
初
診
料

を
含
め
た
家
畜
共
済
事
故

外
診
療
料
金
を
県
内
で
統

一
し
ま
す
。

家畜診療所からのお知らせ

10

平成29年度 家畜人工授精等料金
（中部地域・東南部地域センター家畜診療所）

家 畜 診 療 所 からの お 願 い

食用不適家畜処分 3,750
・「と畜場法によると畜禁止」と「食用不適家畜の取扱要領」（（一
社）岩手県獣医師会）により、食用不適家畜と診断された家
畜についてのみ適用

妊娠鑑定（牛）
直腸検査法 1,860
超音波検査法 2,530

妊娠鑑定（馬）
直腸検査法 2,790
超音波検査法 3,800

文書料 1,500 ・各種証明書等、1通あたりの料金（人工授精、受精卵移植を除く）

予防注射（ワクチン）等 薬価＋技術料

・薬価は該当する年度の薬価基準表等によります。
・技術料は該当する年度の診療点数表の当該技術点数× 10円
（税込）
・加入農家の加入畜に対する予防注射等の往診料は適用しません。
・加入農家の有資格未加入家畜および未加入農家については、
往診料も適用

その他
・上記の料金について、加入農家の有資格未加入家畜は加入家畜の 1.5 倍（税
込）、未加入農家は 2.0 倍（税込）とします。（有資格未加入家畜とは、子牛
胎子共済を選択していない加入農家の子牛胎子をさします）
・加入の区別は包括共済対象家畜の種類ごとになります。

診療名等区分 診療料金
		（円		税込） 備　考

項目名 料金
		（円	税込） 備考

人工授精技術料 	5,400	 ・精液代は実費
授精証明書料 	1,080	 ・１通あたり
移植証明書料 	1,080	 ・１通あたり

諸経費 	1,080	
凍結精液保管料 	540	 ・６ヵ月ごと1本あたりの料金

受精卵（胚）保管料 	10※	・１日１本あたりの料金※料金を請求する際に消費税を加算

１．未加入農家は上記料金の2倍の金額となります。
２．本料金表は国の家畜共済診療点数表に基づいていますので、国から示される診療点数の変更にしたがって料金が変わることがあります。
３．盛岡地域センター家畜診療所が行う家畜人工授精料金は、従来通りとなります（未加入農家は2倍の金額となります）。
４．受精卵移植に関する料金、有料繁殖検診に関する料金は、従来通りとなります。
５．旧来の家畜診療所ごとに設定していた「発情同期化」等の料金は、その都度行った内容によって「診療費」の区分を適用します。

○平日の診療受付は午前9：30までにお願いします。それ以後受付の急患以外の往診は当日中に対応できない
場合があります。

○土、日、祝日等と勤務時間外（夜間、深夜）は急患と重篤な疾患の継続治療に限り対応させていただいており
ます。ご理解とご協力をお願いいたします。
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保
険
を「
貯
蓄
」と
考
え
な
い

　
　
就
職
、
結
婚
、
子
ど
も
の
誕
生
・
独
立
な

ど
、
人
生
の
節
目
で
保
険
を
見
直
す
人
は
多
い

で
し
ょ
う
。
た
だ
、
目
先
の
保
険
料
に
と
ら
わ

れ
る
と
、
最
終
的
に
将
来
損
を
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
保
険
は
、
貯
蓄
で
は
な
く
リ
ス
ク
に
備
え
る

も
の
で
す
。
し
か
も
今
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
で
す

の
で
、
生
命
保
険
な
ら
貯
蓄
型
の
商
品
で
は
な

く
、
掛
け
捨
て
の
定
期
保
険
が
お
す
す
め
。
ま

た
、子
ど
も
の
誕
生
を
保
障
額
の
ピ
ー
ク
と
し
、

徐
々
に
減
ら
す
の
も
手
で
す
。

　
医
療
保
険
の
場
合
は
、
高
額
療
養
費
制
度
や

傷
病
手
当
金
な
ど
の
公
的
保
障
を
利
用
し
、
あ

る
程
度
の
貯
蓄
が
あ
れ
ば
、
加
入
し
な
く
て
も

良
い
と
す
る
専
門
家
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
が
ん
な
ど
大
き
な
病
気
の
備
え
は
別

に
考
え
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

サ
イ
ト
を
活
用
し
て
比
較
を

　
か
つ
て
保
険
会
社
の
商
品
は
横
並
び
で
し
た

が
、
今
は
違
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
で
勉

強
し
た
う
え
で
比
較
・
検
討
が
必
要
で
す
。
幸

い
今
の
時
代
は
、
比
較
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
個
人
的
に
は
、
中
立
・
公
正
な
立

場
で
あ
る
金
融
広
報
中
央
委
員
会
の
「
知
る
ぽ

る
と
」
が
お
す
す
め
で
す
。

　
金
利
が
低
い
今
、
ロ
ー
ン
の
借
り
換
え
を
検

討
し
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場

合
、
印
紙
代
な
ど
の
諸
経
費
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
。
合
わ
せ
て
、
金
利
の
固
定
・
変
動
も
調

べ
ま
し
ょ
う
。

23年前から消費生活アドバイザーとして活動。
専門分野は社会保障。公益社団法人日本消
費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協
会会員、岩手県生活問題研究会会員。

横藤崇子（よこふじたかこ）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
実
践
で
き
る「
節
約
術
」を
紹
介
し
ま

す
。お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、盛
岡
市
の
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。
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保
険・ロ
ー
ン
の
見
直
し
術

①１０年
②畑１５㌃　ハウス１棟（３０坪）
③山菜とり
④木工品を作るかたわら、妻が営む農家食堂に使
用する野菜を栽培しています。高齢化で農業者が
減ってきていますが、共済部長として少しでも集落
のために貢献できればと思っています。当地区には
世界遺産に登録になった橋

はし の
野鉄

てっこうざん
鉱山があります。

皆さん、ぜひ観光にいらしてください。

①10年
②水稲７０㌃　野菜５㌃
③カメラ
④３月に入り農作業が慌ただしくなってきました。
稲を丈夫に育てるため種もみを寒

かんざら
晒しにして水

みず

苗
なわ
代
しろ
で育苗。稲わらと交換した酪農家の堆肥を

使っています。自分の思い通りに育てるのは難し
いですが、そこが農業のおもしろさだと感じてい
ます。

千ち

ば葉 

正ま

さ

と人
さ
ん（
73
）

小お
が
さ
わ
ら

笠
原
勝か

つ
ひ
こ彦

さ
ん（
79
）

一
関
市

　弥や
さ
か
え栄
地
区

釜
石
市

　青あ
お

の
木き

地
区

①共済部長歴  ②経営内容  ③趣味  ④一言
県内の頼れる共済部長さんを紹介しますNOSAIの輪
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農
政     

前
線

農
作
業
事
故
防
止
強
化
を

最

春
の
安
全
確
認
運
動
始
ま
る

　
農
林
水
産
省
は
、
３
〜
５
月
を
重
点
期
間

と
し
、
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
を
展
開

す
る
。
今
年
は
「
一
人
一
人
の
安
全
意
識
と

周
囲
か
ら
の
『
声
か
け
』
か
ら
始
ま
る
農
作

業
の
事
故
防
止
」
を
重
点
推
進
テ
ー
マ
に
掲

げ
、事
故
防
止
へ
の
安
全
意
識
の
向
上
に「
注

意
喚
起
」
を
強
化
す
る
。
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

実
現
に
は
、
農
家
は
も
と
よ
り
、
行
政
や
農

機
販
売
店
、
生
産
者
団
体
な
ど
関
係
機
関
が

連
携
し
、
事
故
発
生
を
防
ぐ
実
効
性
の
あ
る

取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
だ
。

〝
声
か
け
〞
を
徹
底

　
確
認
運
動
で
は
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、

研
修
会
や
展
示
会
な
ど
を
利
用
し
た
積
極

的
な
〝
声
か
け
〞
に
よ
り
、
特
に
農
業
機
械

の
乗
用
時
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
す
。
ま
た
、
労
働
改
善

に
留
意
し
た
農
作
業
環
境
の
整
備
へ
農
業
法

人
な
ど
へ
の
労
働
法
制
の
啓
発
と
労
災
保
険

特
別
加
入
制
度
へ
の
農
業
者
の
加
入
な
ど
を

推
進
す
る
。さ
ら
に
①
都
道
府
県
や
農
機
メ
ー

カ
ー
な
ど
で
の
事
故
情
報
の
収
集
強
化
と
、

事
故
分
析
結
果
の
発
信
②
機
能
性
の
高
い
作

業
ウ
ェ
ア
や
熱
中
症
計
な
ど
事
故
予
防
グ
ッ

ズ
の
利
用
③
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
啓
発
資

材
に
よ
る
注
意
喚
起

̶̶

な
ど
も
徹
底
す
る
。

依
然
高
い
事
故
発
生
率

　
　
２
０
１
５
年
の
農
作
業
中
の
死
亡
事
故

件
数
は
、
前
年
比
12
件
減
の
３
３
８
件
と
３

年
ぶ
り
に
減
っ
た
も
の
の
、
建
設
業
な
ど
他
産

業
に
比
べ
て
発
生
率
は
格
段
に
高
い
ま
ま
だ
。

ま
た
、
年
齢
構
成
は
65
歳
以
上
が
８
割
超
を

占
め
る
が
、60
歳
未
満
も
30
件
超
起
き
て
い
る
。

　
事
故
要
因
別
で
は
、
農
業
機
械
作
業
に
よ

る
も
の
が
６
割
を
占
め
、
う
ち
半
数
は
「
機
械

の
転
落
・
転
倒
」
だ
。
使
い
慣
れ
た
農
業
機

械
で
も
、
使
用
前
に
基
本
動
作
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
機
械
作
業
を
中
断

す
る
際
の
エ
ン
ジ
ン
停
止
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
駐

停
車
時
の
確
実
な
駐
車
ブ
レ
ー
キ
が
け
な
ど
を

徹
底
し
た
い
。
な
お
、
機
械
・
施
設
以
外
の
作

業
で
は
「
圃
場
、
道
路
か
ら
の
転
落
」
や
「
熱

中
症
」
な
ど
が
前
年
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
全

死
亡
事
故
の
発
生
地
域
別
で
は
、
九
州
が
82

件
で
最
も
多
く
、
関
東
71
件
、
東
北
47
件
、

中
国
32
件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

〝
命
を
守
る
〞
が
最
優
先

　
警
察
庁
か
ら
は
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
耕
作

業
用
自
動
車
に
関
す
る
交
通
死
亡
事
故
の
発

生
状
況
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
過
去
５
年
間

で
年
平
均
33
件
発
生
し
、
単
独
事
故
（
当
事

者
・
同
乗
者
が
死
亡
）
が
８
割
近
く
に
上

る
。
発
生
月
は
４
〜
７
月
が
多
い
。
警
察
庁

は
万
が
一
に
備
え
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

な
ど
の
徹
底
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
安

全
キ
ャ
ブ
な
ど
安
全
装
置
の
設
置
や
車
体
へ

の
反
射
材
の
貼
り
付
け
な
ど
の
重
要
性
を
強

調
す
る
。

　
政
府
は
、
生
産
資
材
価
格
の
引
き
下
げ
に

向
け
た
改
革
に
関
連
し
、
農
業
機
械
の
性
能

な
ど
の
検
査
実
施
を
定
め
る
「
農
業
機
械
化

促
進
法
」
を
廃
止
す
る
。
製
造
技
術
の
向
上

を
踏
ま
え
た
措
置
で
、
安
全
検
査
な
ど
は
農

研
機
構
が
実
施
す
る
よ
う
法
整
備
す
る
方
針

だ
。
た
だ
、
農
業
機
械
の
開
発
や
安
全
性
確

保
へ
の
悪
影
響
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
。
経

済
性
・
効
率
性
の
追
求
は
重
要
だ
が
、
安
全

性
が
お
ざ
な
り
に
な
っ
て
は
困
る
。
農
家
一

人
一
人
の
命
を
守
る
環
境
整
備
に
万
全
を
期

す
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　「イベントに訪れた皆さんに
喜んでもらいたい一心で仕事
に取り組んでいます」と話す
のは、軽米町役場で町おこし
のイベント企画の仕事などに
携わる小野寺史葉さんです。
　生まれも育ちも軽米町の史
葉さんは「穏やかな時間が流
れ、雑穀や畜産など魅力いっ
ぱいの軽米町にぜひ遊びに来
てください」とＰＲしています。
　学生の頃、祖父母の稲刈り
の手伝いをしていた史葉さん
は、「力仕事が多く大変です
が、休憩時間の団らんが楽し
く思い出に残っています。日
本の農業を絶やすことないよ
う、若い世代の農業者の方々
にも期待してます」とエールを
送っています。

大好き野菜料理史葉さんの

●祖母が作ったかぼちゃの煮物

●頼りがいのある男性

な
でし
こ

私
も
農
家
の

サ
ポ
ー
タ
ー

小お

野の

寺で
ら

史ふ
み

葉は

さ
ん（
22
）

軽
米
町

好きな男性のタイプ
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共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

▼  
大
豆
（
半
相
殺
・
一
筆
方
式
）

　
６
月
中
旬
〜
７
月
上
旬
に
か
け
て
の
断
続
的
な
降
雨
、
８
月

中
旬
〜
下
旬
に
か
け
て
の
台
風
第
７
号
、
第
9
号
、
第
10
号
に

よ
る
暴
風
雨
に
よ
り
、湿
潤
害
、倒
伏
や
埋
没
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

2
月
14
日
に
５
５
８
万
円
の
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

▼  

り
ん
ご

　
４
月
か
ら
５
月
の
低
温
に
よ
る
降
霜
で
花
芽
の
枯
死
、
８
月
30

日
の
台
風
第
10
号
と
10
月
以
降
の
低
気
圧
の
通
過
に
伴
う
強
風

に
よ
り
、
果
実
の
落
果
や
枝
ず
れ
に
よ
る
傷
果
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
２
月

３
日
に
３
３
４
万
円
の
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

＊
私
の
父
は
陸
前
高
田
出

身
で
し
た
が
、
宮
古
と
同

じ
よ
う
な
く
る
み
雑
煮
が

お
正
月
の
定
番
で
し
た
。

な
ま
す
と
一
緒
に
並
ん
だ

写
真
が
実
家
の
食
卓
の
様

子
と
そ
っ
く
り
で
、
本
当

に
な
つ
か
し
か
っ
た
で
す
。

 

【
盛
岡
市

　
Y
さ
ん
】

＊
私
は
10
年
以
上
ニ
ワ
ト
リ
を
20
羽
く
ら
い
飼
っ
て
い

ま
す
。
と
っ
て
も
元
気
で
卵
を
取
る
時
、
平
飼
い
な
の

で
大
変
で
す
が
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
大
事
な
友
達
で

す
。 

【
北
上
市

　
K
さ
ん
】

＊
今
は
亡
き
夫
と
遠
野
の
伝
承
園
へ
行
っ
た
時
、
け
い

ら
ん
を
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
優
し
い
味
で
ほ
っ

こ
り
し
ま
し
た
。
い
つ
か
ま
た
子
ど
も
達
と
行
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

【
奥
州
市

　
T
さ
ん
】

＊「
道
の
駅
い
わ
い
ず
み
」
が
再
開
と
な
っ
た
と
記
事

を
読
み
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
龍
泉
洞
の
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
す
ご
く
好
ん
で
食
べ
て
い
た
の
で
、
岩
泉
が
ま
た

元
気
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

【
一
関
市

　
Ｕ
さ
ん
】

＊
表
紙
の
及
川
さ
ん
一
家
の
笑
顔
に
ほ
っ
こ
り
し
ま

す
。
今
年
1
年
、
こ
の
よ
う
な
笑
顔
が
続
い
て
欲
し
い

で
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
私
が
生
ま
れ
る
前
か
ら

設
立
さ
れ
て
い
た
な
ん
て
驚
き
で
す
。

 

【
遠
野
市

　
Ｋ
さ
ん
】

＊
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
輪
で
毎
号
、
共
済
部
長
さ
ん
の
ご
く

ろ
う
話
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
若
々

し
く
お
元
気
で
す
。
今
後
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
宮
古
市

　
Ｔ
さ
ん
】

＊
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
寒
干
し
大
根
と
干
し
餅
を

作
る
こ
と
が
今
の
季
節
の
楽
し
み
で
す
。
い
ち
ば
ん
星

に
載
っ
て
い
た
気
仙
地
方
の
干
し
柿
、
食
べ
て
み
た
い

で
す
。
何
で
も
で
す
け
ど
、
手
間
を
か
け
な
い
と
お
い

し
い
物
は
で
き
な
い
で
す
ね
。 

【
二
戸
市

　
Ｙ
さ
ん
】

身
で
し
た
が
、
宮
古
と
同

　
家
畜
共
済
の
事
故
発
生
通
知
が
遅
れ
た
場
合

や
、
そ
れ
に
伴
い
、
事
故
家
畜
の
確
認
で
き
な
か
っ

た
場
合
の
免
責
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

　
共
済
事
故
が
発
生
し
、
組
合
へ
の
連
絡
が
遅
れ

た
場
合
や
、
事
故
家
畜
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、

死
廃
事
故
共
済
金
が
免
責
さ
れ
る
こ
と
や
、
お
支

払
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
共
済
事
故
が

発
生
し
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
お
近
く
の
地
域
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地域
センター

大豆
（半相殺・一筆方式） りんご

戸数
（戸）

支払共済金
（円）

戸数
（戸）

支払共済金
（円）

盛　岡 12 710,039 10 511,910

中　部 11 1,341,039 15 1,034,880

胆　江 12 572,685 22 1,180,880

磐　井 18 1,478,962 8 163,130

東南部 7 481,248 9 270,320

宮　古 12 805,491 5 158,630

北　部 24 191,892 1 20,493

計 96 5,581,356 70 3,340,243

免責基準 免責割合

発

　生

　通

　知

事故発生通知を遅滞なく行わなかった場合
①事故発生通知が著しく遅延した場合

事故の発生が
あった日から

14日超～1か月まで 10％
1か月超～6か月まで 20％
6か月超～12か月まで 50％
12か月超 100％

②事故発生通知が著しく遅延して個体が確
認できない場合 100％

４
月
１
日
か
ら

家
畜
共
済
死
廃
事
故
免
責
基
準
の

一
部
が
変
わ
り
ま
す

平成28年産支払共済金

家畜共済死廃事故免責基準（一部抜粋）

※その他、通常行うべき損害防止義務を怠った場合や、組合が行う
損害防止処置の指示に従わなかった場合についても、免責基準が
ありますのでご確認ください。

果樹
共済

畑作物
共済
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共
済
掛
金
は

口
座
振
替
で

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
現
金
納
入
に

か
か
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ

い
て
「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
勧

め
て
い
ま
す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
等
の

確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ご
回

答
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は

早
め
の
連
絡
を

■
家
畜
の
異
動
報
告

・
子
牛
が
出
生
、
牛
を
譲
渡
（
売

却
）・
導
入
し
た
と
き

・
育
成
牛
が
加
入
月
齢
（
生
後
６

カ
月
）
に
達
し
た
と
き

・
家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に

な
っ
た
と
き

　
こ
れ
ら
の
届
け
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
共
済
金
の
減
額
や
支
払
い

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
異
動
月
日
は
家
畜
改

良
セ
ン
タ
ー
（
牛
個
体
識
別
情

報
）
へ
届
け
出
る
月
日
と
一
致
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
事
故
、
建
物
の
物
件
や

農
機
具
の
機
種
に
変
更
や
事
故

が
あ
っ
た
と
き

　
報
告
が
遅
れ
ま
す
と
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
名
義
の
変
更

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
、
住
所
を
変
更

し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
の
際
は
金
融
機
関
に

登
録
し
て
い
る
印
鑑
と
ご
加
入
の

共
済
証
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

補
償
を
よ
り
充
実

　
園
芸
施
設
共
済
、
農
機
具
共
済

で
は
、
加
入
者
の
選
択
で
補
償
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
園
芸
施
設
共
済

　
施
設
内
農
作
物
、
パ
イ
プ
本
体

の
撤
去
費
用
と
復
旧
費
用
の
補
償

も
選
択
に
よ
っ
て
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
農
機
具
共
済

　
「
付
保
割
合
条
件
付
実
損
て
ん

補
特
約
」
を
付
け
る
と
、
中
古
で

購
入
し
た
農
機
具
や
新
調
達
価
額

が
２
千
万
円
を
超
え
る
農
機
具
も

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
畜
を
飼
養
す
る

皆
さ
ま
へ

　
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
「
定
期
報

告
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
家
畜
を
飼
養
す
る
皆
さ
ま
に

は
、
毎
年
、
飼
養
状
況
を
報
告
す

る
こ
と
が
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
分
の

報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

地
域
の
話
題
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い

　
広
報
紙
（
年
６
回
）
、
農
業
共

済
新
聞
（
月
４
回
）
で
地
域
の
話

題
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
関
す
る
身
近
な
話
題
を

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

NOSAIか ら の お 知 ら せ

?〇〇にあてはまる数字をお答えください。
水稲共済：水稲と麦の耕作面積の合計が〇〇㌃以上
あれば加入できます。（ヒント：2ページ参照）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で10
名に図書カードをプレゼントします。当選者は次号で発表します。
●応募締切　平成29年4月14日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏名
を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見とす
る以外の目的に利用しません。

【1月号の答え】 「７０（周年）」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

【1月号の当選者】 工藤あや子さん（岩手町）、小田島周子さん（北上市）、
髙橋ともみさん（西和賀町）、菅野ヤスヨさん（奥州市）、長谷川正市さん（奥
州市）、髙橋祥さん（一関市）、牛山直美さん（一関市）、藤原弘さん（遠野市）、
三浦健一さん（岩泉町）、小船光弘さん（二戸市）

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ

　椿くんと菫ちゃんは４世代が一緒に住むに
ぎやかな大家族に囲まれて暮らしています。
撮影当日、やんちゃな椿くんは登さんと叔父
の公輔さんが栽培するレウィシアの鉢花を頭
にのせ、おどけてポーズ。ちょっぴり照れ屋の
菫ちゃんは女の子らしく大好きなピンクの花
を抱え、はしゃいでいました。甘えん坊の２人
は叔母の奈央さんの取り合いっこで、ケンカ
することもあるとか。母親の優子さんは「子供
たちがやりたいことを応援していきたいです」
と、のびのび成長することを願っています。

笠か
さ

原は
ら 

椿つ
ば
き

く
ん︵
8
歳
・
右
︶

菫す
み
れ

ち
ゃ
ん︵
4
歳・左
︶

一
関
市
花
泉
町

　佐
々
木
登
さ
ん
︑文
子

さ
ん
の
お
孫
さ
ん

今
月
の
表
紙

　椿くんと菫ちゃんは４世代が一緒に住むに

さ
ん
の
お
孫
さ
ん
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タリアテッレ 80g

長芋 
150g

タマネギ 1/4個

ニンニク 1/2片

エビ 
8尾

生クリーム 100cc

粉チーズ 大さじ2

オリーブオイル 大さじ1/2

塩・こしょう 少々

黒こしょう 少々

材料（２人分）

タ
リ
ア
テ
ッ
レ

長
芋
ク
リ
ー
ム

ソ
ー
ス

長
芋
の
粘
り
を
生
か
し
て

野菜ソムリエ上級プロ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶
タ
リ
ア
テ
ッ
レ
は
塩
を
入
れ
た
お
湯
で
時

間
通
り
ゆ
で
る
。

❷
ニ
ン
ニ
ク
は
み
じ
ん
切
り
、
タ
マ
ネ
ギ
は

薄
切
り
、
長
芋
は
す
り
お
ろ
す
。
エ
ビ
は
殻
を

む
き
、
背
わ
た
を
取
る
。

❸
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
ニ
ン

ニ
ク
を
入
れ
火
に
か
け
、
香
り
が
立
っ
た
ら

タ
マ
ネ
ギ
、
エ
ビ
を
加
え
て
炒
め
、
タ
マ
ネ
ギ

が
し
ん
な
り
し
た
ら
生
ク
リ
ー
ム
、
長
芋
、
粉

チ
ー
ズ
を
入
れ
、
❶
を
加
え
、
塩
、
こ
し
ょ
う

で
味
を
整
え
る
。
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
が
濃
く

な
っ
た
ら
、
ゆ
で
汁
で
調
節
す
る
。

❹
盛
り
付
け
て
か
ら
黒
こ
し
ょ
う
を
振
る
。

※
ソ
ー
ス
に
か
ら
み
や
す
い
タ
リ
ア
テ
ッ
レ

と
い
う
平
た
い
パ
ス
タ
を
使
い
ま
し
た
。

　長
芋
は
使
う
分
だ
け
皮
を
む
き
、
す
り
お

ろ
す
と
、
持
ち
や
す
く
て
手
が
か
ゆ
く
な
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

収穫から少し時間がたつと、水分が抜けて粘り気
が強くなり、糖質も増えておいしくなります。多く
含まれるでんぷんを分解する酵素が、胃の消化や
吸収を助けるとされています。

長芋

〒020‒0053 盛岡市上太田細田28‒8
TEL：019‒659‒3905

●盛岡・紫波支所
〒028‒3605 矢巾町大字間野々3‒160
TEL：019‒697‒3109

●北岩手支所
〒028‒4125 盛岡市好摩字上山3‒38
TEL：019‒682‒2661

盛岡地域センター

〒025‒0025 花巻市下根子821
フリーダイヤル 0120-28-5201

●西和賀出張所
〒029‒5503 西和賀町清水ヶ野18‒203
TEL：0197‒84‒2133

中部地域センター

〒029‒0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65‒60
TEL：0191‒23‒3072

磐井地域センター

〒028‒6506 九戸村大字山屋2‒25‒1
TEL：0195‒41‒1101

北部地域センター

〒020‒0857 盛岡市北飯岡一丁目10‒50
TEL：019-601-7491

本所
〒023‒0023 奥州市水沢区字八反町52-1
TEL：0197‒25‒6631

胆江地域センター
〒027‒0203 宮古市津軽石13‒488‒1
TEL：0193‒67‒2231

●下閉伊北部出張所
〒027‒0501 岩泉町岩泉字天間17‒1
TEL：0194‒22‒2643

宮古地域センター

〒028‒0542 遠野市早瀬町2‒4‒13
TEL：0198‒62‒2556

●気仙支所
〒022‒0006 大船渡市立根町字岩脇1‒3
TEL：0192‒27‒5521

●釜石出張所
〒026‒0301 釜石市鵜住居町10‒30‒1

（旧釜石北高校跡地仮設事務所）
TEL：090‒4634‒5557

東南部地域センター

発
行

  岩
手
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業
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